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１． はじめに 
本論文は，大学生協食堂（大学生協東京事業連合）

で提供している食事のメニュー情報を提供するシステ

ム，「学食どっとコープ」のサイト利用実態報告と、よ

り多くの学生に利用してもらうためのサイト改善策の

提案のまとめである。本システムは，食の安全・安心

への担保としての食品のアレルゲン情報検索、基本情

報（塩分，原材料・原産地等）提供システムとして始

まった。現在では好みのメニューを組合せた際の栄養

価を事前に調べられる機能や｢３群点数法｣を基準とし

た栄養を補うメニューを提案する機能を搭載している。

このシステムを学生に利用してもらうことにより，学

生の食生活の自立をサポートする事が可能となる。ま

た大学生協の食育啓蒙活動としても利用されている。

今回は新たに加えられたシステムの開発背景及び、ユ

ーザの利用状況をアクセス解析をもとに分析し，問題

点及び改善策の抽出を行った。 
はじめに「学食どっとコープ」のめざすところと，

大学生協の食育啓蒙活動との連携について述べ，次に

サイトアクセス解析からみる利用実態と問題点、最後

に問題の解決方法について述べる。 
 
２．学食どっとコープの目指すところ	
 
2.1大学生協食堂の安全・安心への取り組みを広く知
らせること 
まず初めに、食の安全・安心への担保としての食品

の基本情報（アレルゲン情報，カロリー・塩分等）の

検索システムとしてスタートした。 
各メニューへ表示した基本情報は図1の通りである。 

 
図１ メニュー情報(2013/06) 
	
 

2.2 学生の食生活の自立をサポートするツールとし

ての活用	
 

「緑が足りないからこれ食べたらどう」システムを利

用してもらい、栄養のバランスを学生自ら考えて、メ

ニューを組み合わせるようになること、つまり「食生

活の自立をサポート」するツールとして活用されるこ

とを目指す。 
「緑が足りないからこれ食べたらどう」の目的と概要

は下記の通り。 
メニュー情報から好みのメニューを複数選択して栄養

価を調べられる。合計栄養素が出たところで，「三群点

数法」(1)，図２における緑の値が基準値に足りなけれ
ば緑の値を補うメニューを表示する。 
 

 
出典：大学生協東京事業連合食堂ポスター(2012/03) 
図2 三色食品群 
３． 「学食どっとコープ」と大学生協の食育啓蒙
活動との連携 

3.1 勉強会・食堂まつり・食生活相談会などでの周
知・活用 
大学生協東京事業連合主催の，食育に関する勉強会，

食生活相談会でも「学食どっとコープ」を紹介し、活

用。図3，図4。 
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図3 大学生協東京事業連合食堂祭り風景 
(2012/04芝浦工業大学生協にて) 

 
図4	
 大学生協東京事業連合総会交流会 
(2012/06東京学芸大学にて) 

 
3.2	
 広報宣伝物の配布	
 

東京事業連合食堂事業部の取り組みを紹介するパン

フに、学食どっとコープの利用方法を掲載。(図 5，図

6)  
 

	
 	
 	
 	
  
図5	
 パンフ表紙	
 	
 	
 	
 図6	
 パンフ記載利用方法 
 
４．アクセス解析からみる利用実態と問題点 
4.1アクセス数の増加  

2011/6/1~2012/5/3と 2012/6/1~2013/5/31のアクセス解
析の数値比較を見ると(図7)、訪問数：＋11.35%、ユー
ザ数：－3.28%となっている。2012/6/1~2013/5/31の期間
では卓上ポップ等のサイトへの誘導を行わなかった結

果ユーザー数が微減したと想定される。ただしページ

ビュー数、平均滞在時間の増加に合わせて訪問数も増

加していることから本サイトへの目的をもった訪問者

が増加したと言える。また、リピートアクセス(複数サ
イトを訪れたユーザの利用)数値比較(図8)をみると、新
規訪問数－7.6%と減少している。今後の更なる食育啓
蒙活動にはこの新規訪問数を増やすことが一つの課題

になる。また、この分析結果からポップなどの販促活

動を行うかによってサイトへのアクセスがどのように

推移するかが顕著に現れた。 

 
図7 2011/6/1~2012/5/31と2012/6/1~2013/5/31 
の詳細数値比較 

4.2リピートアクセスの大幅増加 
リピートアクセス(複数サイトを訪れたユーザの利用)
数値比較(図8)をみると、リピートアクセス＋49.42%と
大幅に増加している。また、サイト全体として新規訪

問数の割合が55.4%、リピートアクセス数が44.6%と増
加したことから(図9)本サイトに搭載されている「緑が
足りないからこれ食べたらどう」システムが、「学生の

食生活の自立」をサポート役割も一定果たすことがで

きたと言える。

 

 
 
図8 2011/6/1~2012/5/31と2012/6/1~2013/5/31 
のリピートアクセス数値比較 
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図 9 2011/6/1~2012/5/31と2012/6/1~2013/5/31 
の新規訪問、リピートアクセス数値比較 
 

4.3 スマートフォン利用の増加に伴いスマートフ
ォン対応 
図 10 を見るとモバイルで利用のアクセス数(図 10，

YES)が減少していることが解る。ただし、この数値は
2011年６月にアクセスが集中した結果（4,224訪問数）
であり、その数値を引くとほぼ同数となる。このアク

セス集中期間については、食堂プロモーションの一環

で宣伝用のうちわ 67,000個配布した結果と見られる。
また、図11をみるとAndoroid、iPhoneなどのスマート
フォンデバイスからの利用が大きく伸びていることが

解る。スマートフォンの利用が一般市場で伸びている

中で、2012 年度よりスマートフォンにも対応したイン
ターフェースにした為（図 12）、スマートフォンデバイ
スからのページビュー数、平均滞在時間も大きく増加

したことが分かる。また学生の声を集めたところ、少

ない予算内でどのような組み合わせメニューが食べら

れるか調べたいというニーズがあることが発覚した。

その為、予算と気分を選択してもらい、選択結果に応

じた組み合わせメニューを表示する新機能を追加した。

新機能の追加によりスマートフォンデバイスからのペ

ージビュー数、平均滞在時間増加に繋がったと推測さ

れる。また同機能によりリピートアクセス増加にも繋

がったと推測できる。 
 

 
 
図10 2011/6/1~2012/5/31と2012/6/1~2013/5/31 
のモバイル利用数値 

 
 
図11	
 2011/6/1~2012/5/31と2012/6/1~2013/5/31 
のモバイル端末利用数値比較 
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図12	
 スマートフォン対応インターフェース 
 

 
 
５． おわりに 
	
 食育という観点から、学生が日ごろ生活をする大学

にある大学生協食堂の果たす役割は大きい。その大学

生協の「食の安全・安心への取り組み」を周知するた

め、また「学生の食生活の自立をサポートする」ため

に、この「学食どっとコープ」というサイトをより多

くの学生に利用してもらう必要がある。今後の課題と

して、販促ツールなどの紙媒体とのクロスメディア展

開や twitter、Facebookなど ICTの動向への対応はもち
ろん、親御さんや大学の食育関連担当部局との連携や

コミュニケーションを仲立ちするためのツールとして

発展させることにある。 
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